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＜参考＞ 

 
１． 国際勧告等との関連 

本標準は、1996 年 7 月の ITU-T SG11 会合において承認された ITU-T 勧告 Q.2725.2 に準拠している。 

 
２． 上記国際勧告等に対する追加項目等 

 

２．１ オプション選択項目 

なし 
 

２．２ ナショナルマター項目 

なし 
 

２．３ その他 

(1) 本標準は、上記 ITU-T 勧告に対し、先行している項目はない。 

(2) 本標準は、上記 ITU-T 勧告に対し、以下の項目についての記述を削除している。 

(本文中は＃で表示する。) 

(a) 国際特有に関する記述 

本項目を削除した理由は、国内標準では不要であるためである。 

(3) 本標準は、上記 ITU-T 勧告に対し、追加している項目はない。 

(4) 本標準は、1996 年 7 月の ITU-T SG11 会合において承認された ITU-T 勧告 Q.2725.2 に準拠しているため、メッセー 

ジ名として Modify confirm (MOC)を使用しているが、1999 年 11-12 月の ITU-T SG11 会合において承認された ITU-T

勧告 Q.2762 および Q.2763 第 2 版では、Connection available (COA)へメッセージ名のみが変更されている。 
 

２．４ 原勧告との章立て構成比較表 

ITU-T 勧告では「2.1 Overview」からの章立てで始まるが、本標準では「1．概要」からの章立てとする。 

 
 
３． 改版の履歴 

 

版  数 制  定  日 改  版  内  容 

第 1 版 2000 年 4 月 20 日 制  定 

 

 
４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧になれます。 
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１１１１．．．．概概概概要要要要    

１１１１．１．１．１．１    規規規規定定定定範範範範囲囲囲囲 
- 本標準は、ポイント・ポイント単一コネクションの通信特性について規定する。 

- 通信中フェーズでの変更手順が許容される。 

- これらの手順と狭帯域エミュレーションサービスとは組み合わされてはならない。 

- 次の 6つのタイプの交換機でとられる動作が記述されている：[kisimoto1] 
・ 起動交換機 

・ 中継交換機 

・ 国際出接続交換機 

・ 国際中継交換機 

・ 国際入接続交換機  

・ 終端交換機 

- 変更されるコネクション特性はピークセルレート(順方向、逆方向もしくは両方向)のみであり、結果値を示すことに

よって増加、減少すべく変更される。 

- 順方向ピークセルレート、逆方向ピークセルレートは独立に増加、減少すべく変更されるように要求され得る。 

- 全ての変更要求が受け付けられるときのみ、要求は受け付けられる。 

- 順方向もしくは逆方向のピークセルレートのいずれかが現在の値と同じであっても要求は受け付けられる。 

- リルーチング手順、再確立手順はいずれもサポートされない。 

- 1コネクションに対し、引き続いて複数の変更を行うことは許容されるが、同時進行で複数の変更を行うことは許容

されない。 

- ユーザプレーンセルの転送は変更手順によって妨害されない。エンド・エンドタイミングの CBRクラス Aにとって、

アプリケーションレベルでの中断が同期の目的で必要とされるかもしれない。 

- コネクション解放手順はコネクション変更手順よりも優先する。 

- コネクション所有者のみが変更手順を起動することが許される。 

- 変更要求メッセージ中には、変更するパラメータが 1つだけ要求される。 

- コネクションの順方向セルレートを減少させるために変更要求メッセージを送る際、起動ユーザがセル入力を減少さ

せることが必要になる。そうしないと、変更手順が相手の加入者線交換機で完了したときに起動ユーザはまだ高いレ

ートでセルを送っているかもしれない。結果として相手の加入者線交換機でセルの破棄や想定されるオペレーション

警報が発生する。 

- 加入者側からの変更完了確認メッセージが戻らない場合、NNIでのエラー手順は要求されない。 

１１１１．２．２．２．２    参参参参考考考考文文文文献献献献 
  以下の TTC 標準は、本標準中で参照されることにより本標準の規定の一部を構成する。全ての参考文献は改定されう

る。ここでは、本標準が制定された時点での有効な版数を示しているが、全ての標準や勧告及び参考文献は改定されうる。

そのため、本標準の利用者は、以下に示した参考文献の最新版を参照すべきである。現在の有効な TTC 標準の一覧は正

式に出版されている。 

[1] TTC標準 JT-Q2761 (1995年 4月)：広帯域 ISDN (B-ISDN) No.7信号方式 B-ISDNユーザ部 (B-ISUP) の機能 

[2] TTC標準 JT-Q2963.1 (1997年 4月)：広帯域 ISDN (B-ISDN) ディジタル加入者線信号方式 No.2 (DSS2)  

コネクション特性変更－コネクション所有者によるピークセルレート変更 

＃ 

＃ 

＃ 
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１１１１．３．３．３．３    略略略略語語語語 
  TTC標準 JT-Q2764参照。 

１１１１．．．．４４４４    用用用用語語語語 
  本標準では以下の用語を定義している。 

１．４．１１．４．１１．４．１１．４．１    ココココネネネネククククシシシショョョョンンンン所所所所有有有有者者者者    
  コネクション設定を起動した者を示す。 

１．４．２１．４．２１．４．２１．４．２    順順順順方方方方向向向向    
  コネクション所有者からコネクション非所有者への方向を示す。 

１．４．３１．４．３１．４．３１．４．３    逆逆逆逆方方方方向向向向    
  コネクション非所有者からコネクション所有者への方向を示す。 

１．４．４１．４．４１．４．４１．４．４    入入入入    
  交換機のコネクション所有者側を示す。 

１．４．５１．４．５１．４．５１．４．５    出出出出    
  交換機のコネクション非所有者側を示す。 

１．４．６１．４．６１．４．６１．４．６    起起起起動動動動交交交交換換換換機機機機    
  ユーザから変更要求を受け取る加入者線交換機を示す。 

１．４．７１．４．７１．４．７１．４．７    終終終終端端端端交交交交換換換換機機機機    
要求されたユーザ側の加入者線交換機を示す。 

１１１１．５．５．５．５    規規規規定定定定モモモモデデデデルルルル 
変更サービスのための、B-ISDNユーザ部手順の記述は図 1-1/JT-Q2725.2に記述されるモデルに基づいて構成されてい

る。 
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AE    アプリケーションエンティティ 
SACF 単一アソシエーション制御機能 
ASE アプリケーションサービス要素 
CC    呼制御 
BCC ベアラコネクション制御 
MC   保守制御 
NI  網インタフェース 
SAO 単一アソシエーションオブジェクト 
UI  認識不能情報 

（注）： 図中の BCCと CC ASEは、TTC標準 JT-Q2764中のものから拡張されている。 

図図図図1-1/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2)  

B-ISDN変更サービスの規定モデル 

 

１１１１．６．６．６．６    メメメメッッッッセセセセーーーージジジジととととパパパパララララメメメメーーーータタタタのののの一一一一般般般般的的的的なななな機機機機能能能能 
  この節では TTC標準 JT-Q2762に追加するメッセージ及びパラメータを記述する。 

１．６．１１．６．１１．６．１１．６．１    メメメメッッッッセセセセーーーージジジジ    

１．６．１１．６．１１．６．１１．６．１．．．．１１１１    変変変変更更更更要要要要求求求求    ((((MMMMODODODOD))))    

  ある呼に付随したコネクション特性を変更するために送信されるメッセージである。 

１．６．１１．６．１１．６．１１．６．１．．．．２２２２    変変変変更更更更確確確確認認認認    ((((MMMMOOOOAAAA))))    

  変更要求メッセージの応答として送信される、変更要求が承諾されたことを示すメッセージである。 

１．６．１１．６．１１．６．１１．６．１．．．．３３３３    変変変変更更更更拒拒拒拒否否否否    ((((MMMMOOOORRRR))))    

  変更要求メッセージの応答として送信される、変更要求が拒否されたことを示すメッセージである。 

１．６．１１．６．１１．６．１１．６．１．．．．４４４４    変変変変更更更更完完完完了了了了確確確確認認認認    ((((MMMMOOOOCCCC))))    

  変更手順が完了したことを示すメッセージである。 

交換機アプリケーションプロセス

B -ISUP ノード呼制御機能

SACF

B - ISUP AE

B -ISUP
SAO

CC
ASE

BCC
ASE

MC
ASE

UI
ASE

NI

MTP -3

a

c

b

d

e

f

g
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１．６．２１．６．２１．６．２１．６．２    パパパパララララメメメメーーーータタタタ    

１．６．２１．６．２１．６．２１．６．２．．．．１１１１    報報報報告告告告種種種種別別別別    

  変更完了確認メッセージが要求されているか否かを示すために送信される情報である。 

２２２２．．．．BBBB----IIIISSSSDDDDNNNNユユユユーーーーザザザザ部部部部メメメメッッッッセセセセーーーージジジジととととパパパパララララメメメメーーーータタタタ    

２２２２．１．１．１．１    パパパパララララメメメメーーーータタタタ 
  各パラメータのコードを参照先と共に、表 2-1/JT-Q2725.2に示す。 

表表表表2-1/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

パラメータ名 参照 コード 

ATMセルレート (ATM cell rate) JT-Q2763 0000 1000 

理由表示 (Cause indicators) JT-Q2763 0001 0010 

着側信号識別子 (Destination signalling identifier) JT-Q2763 0000 0011 

通知 (Notification) JT-Q2763 0010 1100 

報告種別 (Report type) 2.1.1節/JT-Q2725.2 0110 0100 

 

２．１．１２．１．１２．１．１２．１．１    報報報報告告告告種種種種別別別別    
  報告種別パラメータフィールドのフォーマットを図 2-1/JT-Q2725.2に示す。 
 

 8 7 6 5 4 3 2 1 

1 拡張1 コーディング標準 予備 

2 以下の内容はTTC標準JT-Q2963.1[2]のオクテット5以降と同じ 

図図図図2-1/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

報報報報告告告告種種種種別別別別パパパパララララメメメメーーーータタタタフフフフィィィィーーーールルルルドドドド 

 

  報告種別パラメータフィールドのサブフィールドに使用されるコードは、TTC標準 JT-Q2963.1 [2]の広帯域報告種別情

報要素で定義される。 

２２２２．２．２．２．２    メメメメッッッッセセセセーーーージジジジ 
  各メッセージのコードを参照先と共に、表 2-2/JT-Q2725.2に示す。 

表表表表2-2/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

メッセージ種別 参照 コード 

変更要求 (Modify request) 表 2-3/JT-Q2725.2 0011 1100 

変更確認 (Modify acknowledgement) 表 2-4/JT-Q2725.2 0011 1010 

変更拒否 (Modify reject) 表 2-5/JT-Q2725.2 0011 1011 

変更完了確認 (Modify confirm) 表 2-6/JT-Q2725.2 0011 1101 
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表表表表2-3/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

メメメメッッッッセセセセーーーージジジジ種種種種別別別別：：：：変変変変更更更更要要要要求求求求 

パラメータ 参照 長さ(オクテット) 

着側信号識別子 JT-Q2763 8-9 

ATMセルレート JT-Q2763 9-21 

通知（注） JT-Q2763 5-6 

注：このパラメータは繰り返されるかもしれない。   

 

表表表表2-4/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

メメメメッッッッセセセセーーーージジジジ種種種種別別別別：：：：変変変変更更更更確確確確認認認認 

パラメータ 参照 長さ(オクテット) 

着側信号識別子 JT-Q2763 8-9 

報告種別 2.1.1節/JT-Q2725.2 6-7 

通知（注） JT-Q2763 5-6 

注：このパラメータは繰り返されるかもしれない。   

 

表表表表2-5/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

メメメメッッッッセセセセーーーージジジジ種種種種別別別別：：：：変変変変更更更更拒拒拒拒否否否否 

パラメータ 参照 長さ(オクテット) 

着側信号識別子 JT-Q2763 8-9 

通知（注） JT-Q2763 5-6 

理由表示 JT-Q2763 6-7 

注：このパラメータは繰り返されるかもしれない。   

 

表表表表2-6/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

メメメメッッッッセセセセーーーージジジジ種種種種別別別別：：：：変変変変更更更更完完完完了了了了確確確確認認認認 

パラメータ 参照 長さ(オクテット) 

着側信号識別子 JT-Q2763 8-9 

通知（注） JT-Q2763 5-6 

注：このパラメータは繰り返されるかもしれない。   
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３３３３．．．．呼呼呼呼制制制制御御御御、、、、アアアアププププリリリリケケケケーーーーシシシショョョョンンンンププププロロロロセセセセスススス機機機機能能能能    

３３３３．１．１．１．１    ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブイイイインンンンタタタタフフフフェェェェーーーースススス 
  アプリケーションプロセス中の変更サービス機能は SACFプリミティブが提供するサービスを使用する。
表 2-1/JT-Q2764に追加されるプリミティブを表 3-1/JT-Q2725.2に示す。 
  このインタフェース上のプリミティブは B-ISUP メッセージに対応する。この対応も表 3-1/JT-Q2725.2
に示す。 

表表表表3-1/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2)  

APととととSACF間間間間のののの呼呼呼呼処処処処理理理理ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブ 

プリミティブ名 種別 対応する B-ISUPメッセージ 

変更 要求/指示/応答/確認 変更要求、変更確認 

変更－拒否 要求/指示 変更拒否 

変更－完了確認 要求/指示 変更完了確認 
 
  表 3-2/JT-Q2725.2から表 3-5/JT-Q2725.2 (3.7節を参照) に、これらのプリミティブで用いられる必須お
よびオプションパラメータを示す。 

３３３３．２．２．２．２    変変変変更更更更成成成成功功功功 

３．２．１３．２．１３．２．１３．２．１    「「「「変変変変更更更更」」」」要要要要求求求求////指指指指示示示示ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブ    

３．２．１３．２．１３．２．１３．２．１．．．．１１１１    起起起起動動動動交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

  コネクション所有者からコネクション特性の変更要求を受け取った場合、起動交換機は（それが割当側交換機ならば）

交換機の出側において対応するリソースを予約し、後位交換機に「変更」要求プリミティブを発行する。順方向帯域の減

少が要求されたとき順方向のポリシング監視は変更されなければならない。ポリシング監視の変更動作は「変更」要求プ

リミティブを発行する前に行われる。 

３．２．１３．２．１３．２．１３．２．１．．．．２２２２    中中中中継継継継交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

  「変更」指示プリミティブを受信した際、中継交換機は (入側/出側 VPCIにとって割当側交換機ならば) 交換機の入側

/出側において対応するリソースを予約し、後位交換機に「変更」要求プリミティブを発行する。 

３．２．１３．２．１３．２．１３．２．１．．．．３３３３    国国国国際際際際出出出出接接接接続続続続交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

３．２．１３．２．１３．２．１３．２．１．．．．４４４４    国国国国際際際際中中中中継継継継交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

３．２．１３．２．１３．２．１３．２．１．．．．５５５５    国国国国際際際際入入入入接接接接続続続続交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

３．２．１３．２．１３．２．１３．２．１．．．．６６６６    終終終終端端端端交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

  「変更」指示プリミティブを受信した際、終端交換機は (それが割当側交換機ならば) 交換機の入側において対応する

リソースを予約し、コネクション非所有者へ変更を要求する動作に移る。 

３．２．２３．２．２３．２．２３．２．２    「「「「変変変変更更更更」」」」応応応応答答答答////確確確確認認認認ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブ    

３．２．２３．２．２３．２．２３．２．２．．．．１１１１    終終終終端端端端交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

  コネクション非所有者から変更確認を受信したとき、終端交換機は (それが割当側交換機ならば) リソースを割り当て、

前位交換機に「変更」応答プリミティブを発行する。逆方向帯域の変更が要求されたとき逆方向のポリシングは変更され

なければならない。ポリシング監視の変更動作は「変更」応答プリミティブが発行される前に行われる。 

３．２．２３．２．２３．２．２３．２．２．．．．２２２２    中中中中継継継継交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

  「変更」確認プリミティブを受信した場合、中継交換機は (それが入側/出側 VPCIにとって割当側交換機ならば) リソ

＃ 

＃ 

＃ 
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ースを割り当て、前位交換機に「変更」応答プリミティブを発行する。 

３．２．２３．２．２３．２．２３．２．２．．．．３３３３    国国国国際際際際出出出出接接接接続続続続交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

３．２．２３．２．２３．２．２３．２．２．．．．４４４４    国国国国際際際際中中中中継継継継交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

３．２．２３．２．２３．２．２３．２．２．．．．５５５５    国国国国際際際際入入入入接接接接続続続続交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

３．２．２３．２．２３．２．２３．２．２．．．．６６６６    起起起起動動動動交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

  「変更」確認プリミティブを受信した場合、起動交換機は (それが割当側交換機ならば) リソースを割り当て、コネク

ション所有者へ変更確認を指示する動作に移る。順方向帯域の増加が要求されたとき順方向のポリシングは変更されなけ

ればならない。ポリシング監視の変更は変更確認がコネクション所有者に通知される前に行われる。 

３．２．３３．２．３３．２．３３．２．３    「「「「変変変変更更更更－－－－完完完完了了了了確確確確認認認認」」」」要要要要求求求求////指指指指示示示示ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブ    

３．２．３３．２．３３．２．３３．２．３．．．．１１１１    起起起起動動動動交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

  コネクション所有者から変更完了確認要求を受信した場合、起動交換機は「変更―完了確認」要求プリミティブを後位

交換機に発行する。 

３．２．３３．２．３３．２．３３．２．３．．．．２２２２    中中中中継継継継交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

  「変更―完了確認」指示プリミティブを受信した場合、中継交換機は「変更―完了確認」要求プリミティブを後位交換

機に発行する。 

３．２．３３．２．３３．２．３３．２．３．．．．３３３３    国国国国際際際際出出出出接接接接続続続続交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

３．２．３３．２．３３．２．３３．２．３．．．．４４４４    国国国国際際際際中中中中継継継継交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

３．２．３３．２．３３．２．３３．２．３．．．．５５５５    国国国国際際際際入入入入接接接接続続続続交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

３．２．３３．２．３３．２．３３．２．３．．．．６６６６    終終終終端端端端交交交交換換換換機機機機にににに必必必必要要要要なななな動動動動作作作作    

  「変更―完了確認」指示プリミティブを受信した場合、終端交換機はコネクション非所有者に変更の完了確認を行う動

作に移る。 

３３３３．３．３．３．３    変変変変更更更更失失失失敗敗敗敗 

３．３．１３．３．１３．３．１３．３．１    リリリリソソソソーーーースススス不不不不足足足足    
  リソース不足のために変更が完了されなかった場合、交換機はすぐに「変更―拒否」要求プリミティブを前位交換機に

発行する。この手順は割当側交換機にのみ適用される。「変更―拒否」プリミティブは表 3-4/JT-Q2725.2に示す必須パラ

メータを含まなければならない。理由表示「ユーザセルレート利用不可」は帯域不足の場合に含まれる。 

３．３．２３．３．２３．３．２３．３．２    「「「「変変変変更更更更――――拒拒拒拒否否否否」」」」ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブをををを受受受受信信信信ししししたたたた交交交交換換換換機機機機のののの動動動動作作作作    
  「変更―拒否」指示プリミティブを受信した場合、交換機は (それが割当側交換機ならば) リソースの予約を解除し、

変更要求前に適用されていたポリシング監視の状態に戻らなければならない。さらに： 

1) 中継交換機は前位交換機に「変更―拒否」要求プリミティブを発行する。 

2) 起動交換機はコネクション所有者に指示を送信する。 

３．３．３３．３．３３．３．３３．３．３    「「「「変変変変更更更更」」」」要要要要求求求求ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブをををを送送送送信信信信ししししたたたた後後後後、、、、「「「「解解解解放放放放」」」」ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブをををを受受受受信信信信ししししたたたた交交交交換換換換機機機機のののの動動動動作作作作    
  変更要求を送信した後、「解放」指示プリミティブを受信した場合、交換機は通常の呼解放手順を継続する。 

３．３．４３．３．４３．３．４３．３．４    「「「「ココココンンンンフフフフュュュューーーージジジジョョョョンンンン」」」」ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブをををを受受受受信信信信ししししたたたた交交交交換換換換機機機機のののの動動動動作作作作    
  「コンフュージョン」指示プリミティブを受信した場合、理由表示パラメータが変更要求メッセージが破棄されたと暗

示しているならば、交換機は前位交換機に対する「変更―拒否」要求プリミティブを発行しなければならない。 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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３３３３．４．４．４．４    CS-1ノノノノーーーードドドドととととののののイイイインンンンタタタタワワワワーーーーキキキキンンンンググググ 
  CS-1 ノードが「変更」指示プリミティブを受信したとき、そのノードはプリミティブを破棄し、受信した動作指示表

示に従って、前位ノードへ「コンフュージョン」プリミティブを返す。「変更」要求プリミティブと「変更」応答プリミ

ティブのメッセージ整合性情報のコードは付録 Iに示される。この「コンフュージョン」プリミティブを受信したノード

の動作は 3.3.4節に従う。 

３３３３．５．５．５．５    狭狭狭狭帯帯帯帯域域域域ネネネネッッッットトトトワワワワーーーーククククととととののののイイイインンンンタタタタワワワワーーーーキキキキンンンンググググ 
  適用されない。 

３３３３．６．６．６．６    「「「「エエエエララララーーーー」」」」指指指指示示示示ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブ 
  「エラー」指示プリミティブは、ASEによって検出されたさまざまなプロトコルエラーの結果として受信されうる。次

のエラーとそれらに対応する動作が、2.7節/JT-Q2764に記述されたプリミティブに加えて、規定される。 

a) BCC ASEによって検出される変更確認待ちタイマ満了：このエラーが起きた場合、コネクションは解放される。 

b) 「アドレス完了」要求または「応答」要求待ち状態中における CC ASEで検出される期待しないMODメッセージの

受信：このエラーが起きた場合、VPCI/VCI と帯域はサービスから除去されなければならず、信号アソシエーション

は終了する。すなわち、関連する AEIは削除される(保守アプリケーションプロセスで起動されるリセット)。 

  「エラー」指示プリミティブが、何か他のエラーが発生したという指示を受信した場合、プリミティブは廃棄され、何

の動作も取らない。 

３３３３．７．７．７．７    ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブ内内内内容容容容 
  表 3-2/JT-Q2725.2から表 3-5/JT-Q2725.2に、TTC標準 JT-Q2764に追加する SACF呼制御サービスプリミティブ用の必

須、オプションパラメータを示す。 

  アプリケーションプロセスによって生成されたプリミティブに対して、これらの表はどのパラメータが生成されなけれ

ばならないかを示す。 

  アプリケーションプロセスによって受信されたプリミティブにとって、プリミティブが以下の表中で「必須」と示され

ているパラメータを含まない場合、そのプリミティブは破棄され、適切な動作(例えば呼解放)が行われなければならない。 

 

表表表表3-2/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

「「「「変変変変更更更更」」」」要要要要求求求求/指指指指示示示示ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブパパパパララララメメメメーーーータタタタ 

「変更」要求/指示 

パラメータ 必須/オプション 

メッセージ整合性情報 必須 

ATMセルレート 必須 

通知 オプション 

交換機種別(注) 必須 

注：交換機種別パラメータは 1.1節のリストから適当な値をとる。本パラメータは AE

へ渡される。交換機は呼/コネクションに対して行う機能に依存して、プロトコルを変

更できる。 他のパラメータとは異なり、これはプロトコル情報要素に関連しない。本

パラメータは要求プリミティブの中にのみ存在する。 
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表表表表3-3/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

「「「「変変変変更更更更」」」」応応応応答答答答/確確確確認認認認ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブパパパパララララメメメメーーーータタタタ 

「変更」応答/確認 

パラメータ 必須/オプション 

メッセージ整合性情報 必須 

報告種別 オプション 

通知 オプション 

 

表表表表3-4/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

「「「「変変変変更更更更――――拒拒拒拒否否否否」」」」要要要要求求求求/指指指指示示示示パパパパララララメメメメーーーータタタタ 

「変更―拒否」要求/指示 

パラメータ 必須/オプション 

メッセージ整合性情報 必須 

理由表示 必須 

通知 オプション 

 

表表表表3-5/JT-Q2725.2 (ITU-T Q.2725.2) 

「「「「変変変変更更更更――――完完完完了了了了確確確確認認認認」」」」要要要要求求求求/指指指指示示示示パパパパララララメメメメーーーータタタタ 

｢変更―完了確認｣要求/指示 

パラメータ 必須/オプション 

メッセージ整合性情報 必須 

通知 オプション 
 

４４４４．．．．保保保保守守守守制制制制御御御御アアアアププププリリリリケケケケーーーーシシシショョョョンンンンププププロロロロセセセセスススス機機機機能能能能    
  3章/JT-Q2764に本章を追加したものが適用される。以下のリセット手順のための動作が 3．2節/JT-Q2764に追加され

る。 

  リセット手順は B-ISUP信号方式によって検出される信号異常によって開始される。以下に追加される異常がプロトコ

ル手順で検出され、交換マネージメント機能に報告され、リセット手順が開始される。 

- アドレス完了メッセージを待っている時の、期待しない変更要求メッセージか応答メッセージの受信（CC ASEで

検出） 

動作：自局 SIDをリセット 

５５５５．．．．単単単単一一一一アアアアソソソソシシシシエエエエーーーーシシシショョョョンンンン制制制制御御御御機機機機能能能能    ((((SSSSACACACACFFFF))))    
  6章/JT-Q2764に本章を追加したものが適用される。 

５５５５．１．１．１．１    送送送送信信信信メメメメッッッッセセセセーーーージジジジ 
  インタフェース（ｄ）におけるプリミティブを表 3-1/JT-Q2725.2に示す。 

  これらのプリミティブにおけるパラメータを表 3-2/JT-Q2725.2から表 3-5/JT-Q2725.2に示す。 

  SACFと BCC ASEの間のインタフェース（ｂ）におけるプリミティブを表 6-1/JT-Q2725.2に示す。 
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  これらのプリミティブにおけるパラメータを表 6-2/JT-Q2725.2から表 6-4/JT-Q2725.2に示す。 

  インタフェース（ｄ）上で APから受信するプリミティブの対応を表 5-1/JT-Q2725.2に示す。 

表表表表5-1/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

APととととASE間間間間ののののププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブのののの対対対対応応応応 

APからの 

インタフェース(d) 

CC ASEへの 

インタフェース(c) 

BCC ASE への 

インタフェース(b) 

MC ASEへの 

インタフェース(a) 

「変更」要求 「呼－変更」要求 「リンク－変更」要求 － 

「変更」応答 － 「リンク－変更」応答 － 

「変更－拒否」要求 － 「リンク－変更－拒否」要求 － 

「変更－完了確認」要求 「呼－変更－完了確認」要求 － － 

 

  表 3-2/JT-Q2725.2から表 3-5/JT-Q2725.2（3．7節参照）にこれらのプリミティブに用いられる必須およびオプションの

要素が示されている。 

  BCC ASEに対して送出するプリミティブに応じて、SACFが作成するメッセージ種別を表 5-2/JT-Q2725.2に示す。 

表表表表5-2/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

BCC、、、、CCおおおおよよよよびびびびMC ASEププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブかかかかららららB-ISUPメメメメッッッッセセセセーーーージジジジへへへへのののの対対対対応応応応 

CC ASEへの 

インタフェース(c) 

BCC ASEへの 

インタフェース(b) 

MC ASEへの 

インタフェース(a) 

メッセージ種別 

「呼－変更」要求 「リンク－変更」要求 － 変更要求 
－ 「リンク－変更」応答 － 変更確認 
－ 「リンク－変更－拒否」要求 － 変更拒否 

「呼－変更－完了確認」要求 － － 変更完了確認 
 

５５５５．２．２．２．２     受受受受信信信信メメメメッッッッセセセセーーーージジジジ 

  呼およびベアラ制御メッセージは表 5-3/JT-Q2725.2に示されるように CC、BCC ASEに分配される。 

  表 6-2/JT-Q2725.2 から表 6-4/JT-Q2725.2、表 7-4/JT-Q2725.2，表 7-5/JT-Q2725.2 に示すように、「転送」指示に含まれ

る情報（パラメータ）および「転送」指示プリミティブは、それぞれの ASEに対して有効なパラメータセットである。 

表表表表5-3/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

B-ISUPメメメメッッッッセセセセーーーージジジジののののBCC ASEととととCC ASEへへへへのののの分分分分配配配配 

受信メッセージ BCC ASEへの 

プリミティブ 

CC ASEへの 

プリミティブ 

ＭＣ ASEへの 

プリミティブ 

変更要求 有 有 無 

変更確認 有 無 無 

変更拒否 有 無 無 

変更完了確認 無 有 無 
 
  SACFは表 5-4/JT-Q2725.2に示すように、 各 ASEから受信したプリミティブに応じて、ＡＰに対してインタフェース

（ｄ）上でプリミティブを送出する。 
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表表表表5-4/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

BCC，，，，CCおおおおよよよよびびびびMC ASEププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブととととＡＡＡＡＰＰＰＰププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブ間間間間のののの対対対対応応応応 

BCCからの 

インタフェース(b) 

CCからの 

インタフェース(c) 

MCからの 

インタフェース(a) 

APへの 

インタフェース(d)（注） 

「リンク－変更」指示 「呼－変更」指示 － 「変更」指示 

「リンク－変更」確認 － － 「変更」確認 

「リンク－変更－拒否」指示 － － 「変更－拒否」指示 

 
－ 「呼－変更－完了確認」指示 － 「変更－完了確認」指示 

注：ＡＰに送信されるプリミティブはＵＩ ASE によって処理される認識不能パラメータを含むこともできる。（ＵＩ 

ASEから送出される「認識不能－パラメータ」指示） 
 

６６６６．．．．ベベベベアアアアララララココココネネネネククククシシシショョョョンンンン制制制制御御御御 AAAASSSSEEEE（（（（BCCBCCBCCBCC    AAAASSSSEEEE））））    
  7章/JT-Q2764に本章を追加したものが適用される。 

  BCC ASEの手順は交換機種別に依存する。 

６６６６．１．１．１．１    ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブイイイインンンンタタタタフフフフェェェェーーーースススス 
  BCC ASEは表6-1/JT-Q2725.2に示されるサービスセットをユーザに提供する。本節はユーザにサービスを提供するBCC 

ASEの内部手順を記述する。 

表表表表6-1/ＱＱＱＱ2725．．．．2(ITU-T Q.2725.2) 

SACFととととBCC ASE間間間間ののののププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブ 

プリミティブ名 種別 

リンク－変更 要求/指示/応答/確認 

リンク－変更－拒否 要求/指示 
 
  表 6-2/JT-Q2725.2と表 6-4/JT-Q2725.2（6．4節参照）に通信中フェーズにコネクション特性の変更に関するこれらのプ

リミティブの内容を示す。 
  BCC ASEは SACFサービスプリミティブ（「転送」要求/指示）を使用する。 

６６６６．２．２．２．２    出出出出側側側側 BCC ASE 
  本節では、コネクション特性が 2つの隣接交換機間で変更される際の交換機の出側において実行されるプロトコル手順

を記述する。 

６．２．１６．２．１６．２．１６．２．１    ベベベベアアアアララララココココネネネネククククシシシショョョョンンンン変変変変更更更更    

６．２．１６．２．１６．２．１６．２．１．．．．１１１１    正正正正常常常常手手手手順順順順    

ａ）出側 BCC ASE手順は「リンク－変更」要求プリミティブを受信したときに開始される。以下の動作が実行される。 

・ 「リンク－変更」要求プリミティブで受信したパラメータは、「転送」要求プリミティブによって SACFに送信され、

変更要求メッセージによって後位交換機に送信される。 

・ 「変更」要求プリミティブ内の交換機種別パラメータ値で示されるように、以下の交換機種別は変更確認待ちタイマ

を起動する。 
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- 起動側交換機 

- 国際出接続交換機 

- 国際中継交換機 

- 国際入接続交換機 

・ 変更確認待ちタイマは「リンク－変更」要求を受信した時に起動される。 

ｂ）その後： 

・ 「転送」指示プリミティブによって変更確認メッセージが受信された場合、変更確認待ちタイマを停止する。変更確

認メッセージの内容は「リンク－変更」確認プリミティブで受け渡される。 

・ そうではなく、最初の逆方向メッセージとして「転送」指示プリミティブによって変更拒否メッセージが受信された

場合、再割り当て試行は失敗したとみなされる。変更確認待ちタイマを停止する。変更拒否メッセージの内容は「リ

ンク－変更－拒否」指示プリミティブで受け渡される。 

・ その他のプリミティブは SDL図（6．5節参照）に記述されているように制御される。 

６．２．１６．２．１６．２．１６．２．１．．．．２２２２    例例例例外外外外手手手手順順順順 

６．２．１６．２．１６．２．１６．２．１．．．．２．１２．１２．１２．１    期期期期待待待待さささされれれれなななないいいいププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブのののの扱扱扱扱いいいい 

  異常なプリミティブシーケンスは SDL図（6．5節参照）に記述されているように扱われる。呼/コネクションで実行さ

れる動作（たとえば解放）を必要とするプロトコルエラーが検出された場合、「リンク－エラー」指示プリミティブが送

信され、適切な動作がアプリケーションプロセスにより起動される。 
６．２．１６．２．１６．２．１６．２．１．．．．２．２２．２２．２２．２    タタタタイイイイママママ満満満満了了了了時時時時のののの扱扱扱扱いいいい 

  変更確認待ちタイマが満了した場合、変更手順は失敗したものとみなされる： 

ａ） 本イベントは「リンク－エラー」指示プリミティブによって報告される。理由表示「その他の手順誤りクラス」が

含まれる。 

ｂ） マネージメントは通知される。 

６６６６．３．３．３．３    入入入入側側側側 BCC ASE 

６．３．１６．３．１６．３．１６．３．１    ベベベベアアアアララララココココネネネネククククシシシショョョョンンンン変変変変更更更更 

６．３．１６．３．１６．３．１６．３．１．．．．１１１１    正正正正常常常常手手手手順順順順 

ａ) ｢転送｣指示プリミティブで変更要求メッセージを受信した場合、入側 BCC ASE手順は開始される。以下の動作が実

行される。 

・ 変更要求メッセージの内容は「リンク－変更」指示プリミティブで受け渡される。 

b) その後： 

・ 「リンク－変更」応答プリミティブによって受信したパラメータは「転送」要求プリミティブによって、SACF に転

送され、前位交換機に変更確認メッセージによって送信される。 

・ そうではなく、「リンク－変更－拒否」要求プリミティブによって受信されたパラメータは「転送」要求プリミティ

ブによって SACFに転送され、後位交換機に変更拒否メッセージによって送信される。 
・ その他のプリミティブは SDL図（6．5節参照）で記述されているように制御される。 

６．３．１６．３．１６．３．１６．３．１．．．．２２２２    例例例例外外外外手手手手順順順順 

６．３．１６．３．１６．３．１６．３．１．．．．２．１２．１２．１２．１    期期期期待待待待さささされれれれなななないいいいププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブのののの扱扱扱扱いいいい 

  異常なプリミティブシーケンスは SDL図に（6．5節参照）記述されているように扱われる。呼/コネクションで実行さ

れる動作（たとえば解放）を必要とするプロトコルエラーが検出された場合、「リンク－エラー」指示プリミティブが送

信され、適切な動作がアプリケーションプロセスにより起動される。 

＃ 
＃ 
＃ 
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６．３．１６．３．１６．３．１６．３．１．．．．２．２２．２２．２２．２    タタタタイイイイママママ満満満満了了了了のののの扱扱扱扱いいいい 

  適用されない。 

６６６６．４．４．４．４    ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブのののの内内内内容容容容 
  表 6-2/JT-Q2725.2、表 6-3/JT-Q2725.2、表 6-4/JT-Q2725.2に BCC ASEサービスプリミティブの内容を示す。 

表表表表6-2/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

「「「「リリリリンンンンクククク-変変変変更更更更」」」」要要要要求求求求/指指指指示示示示ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブパパパパララララメメメメーーーータタタタ 

メッセージ整合性情報 

ＡＴＭセルレート 

通知 

交換機種別（注） 

注：交換機種別パラメータは 1.1節のリストから適当な値をとる。本パラメータは ASEへ渡される。交換機は呼/コネク

ションに対して行う機能に依存して、プロトコルを変更できる。 他のパラメータとは異なり、これはプロトコル情報要

素に関連しない。本パラメータは要求プリミティブの中にのみ存在する。 

 

表表表表6-3/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

「「「「リリリリンンンンクククク－－－－変変変変更更更更」」」」応応応応答答答答/確確確確認認認認ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブパパパパララララメメメメーーーータタタタ 

メッセージ整合性情報 

通知 

報告種別 

 

表表表表6-4/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

「「「「リリリリンンンンクククク－－－－変変変変更更更更－－－－拒拒拒拒否否否否」」」」要要要要求求求求/指指指指示示示示ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブパパパパララララメメメメーーーータタタタ 

メッセージ整合性情報 

通知 

理由表示 

６６６６．５．５．５．５    SDL図図図図 
  SDLの手順と本文の手順に相違がある場合は本文を優先しなければならない。図 6-1/JT-Q2725.2、図 6-2/JT-Q2725.2参

照。 
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ＰＲＯＣＥＳＳ BCC-Ⅰ                                                                        ＰＡＧＥ1（3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図6-1(1/3)/JT-Q2725.2 

(ITU-T Q.2725.2) 
 
 
 
 
 
 
 

以下の 
あｓｄｆさｄｆ 

 
 
 

以下の SDL図は TTC標準 JT-Q2764内の PROCESS BCC-Iに追加さ
れる部分である。  

プリミティブ名の後ろにあるシンボル(＃)は、そのプリミティブに関連す
るパラメータリストを示す。 
 
パラメータは表６-２/JT-Q2725.2から表６-４/JT-Q2725.2に示される。
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ＰＲＯＣＥＳＳ BCC-Ⅰ                                                                        ＰＡＧＥ2（3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図6-1(2/3)/JT-Q2725.2 

(ITU-T Q.2725.2) 
 
 
 
 

ＬＩ-２ 
ＩＡＡ送信 

「転送」指示 
(#) 

メッセージ種別 

ＭＯＤ 

「リンク－変更」
指示(#) 

ＬＩ-７ 
変更応答待ち 
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ＰＲＯＣＥＳＳ BCC-Ⅰ                                                                       ＰＡＧＥ3（3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図6-1(3/3)/JT-Q2725.2 

(ITU-T Q.2725.2) 
 
 
 
 

ＬＩ-７ 
変更応答待ち 

「リンク－変
更」応答(#) 
 

「転送」要求 
(ＭＯＡ，#) 
 

ＬＩ-２ 
ＩＡＡ送信 
 

「転送」指示 
(#) 

メッセージ種別 
 

ＲＥＬ ＮＲＭ ＊ 

「リンク－解
放」指示(#) 
 

ＬＩ-７ 
変更応答待ち 

ＬＩ-４ 
解放応答待ち 
 

「リンク－リソー 
ス－管理」指示(#) 

理由表示:= 
「期待されないメ
ッセージ」 

「リンク－エラ
ー」指示(理由表
示#) 

ＬＩ-７ 
変更応答待ち 

「リンク－変更
－拒否」要求(#)

ＬＩ-２ 
ＩＡＡ送信 

「リンク－解
放」要求(#) 

Ｔ１ｂ起動 

「転送」要求 
(ＲＥＬ，#) 

ＬＩ-３ 
ＲＬＣ待ち 

ＬＩ-７ 
変更応答待ち 
 

「リンク－リソー
ス－管理」要求(#) 

「転送」要求 
(ＭＯＲ，#) 

「転送」要求 
(ＮＲＭ，#) 
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ＰＲＯＣＥＳＳ BCC-Ｏ                                                                        ＰＡＧＥ1（3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図6-2(1/3)/JT-Q2725.2 

(ITU-T Q.2725.2) 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

以下の SDL図は TTC標準 JT-Q2764内の PROCESS BCC-Ｏに追加され
る部分である。  

プリミティブ名の後ろにあるシンボル(＃)は、そのプリミティブに関連す
るパラメータリストを示す。 
パラメータは表６-２/JT-Q2725.2から表６-４/JT-Q2725.2に示す。 

交換機種別リスト 
 

交換機リスト 
起動交換機、 
国際出接続交換機、国際中継交換機、国際入接続交換機              # 
 
 
 

 タイマ 
 
 T43b-MOA待ち 
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ＰＲＯＣＥＳＳ BCC-Ｏ                                                                         ＰＡＧＥ2（3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図6-2(2/3)/JT-Q2725.2 

(ITU-T Q.2725.2) 
 
 

LO-２ 
ＩＡＡ受信 

「リンク－変更」 
要求(#) 

「転送」要求 
(ＭＯＤ，#) 

交換機種別 

 
交換機リスト 
 

＊ 

Ｔ４３ｂ 
起動 

LO-６ 
MOA待ち 
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ＰＲＯＣＥＳＳ BCC-Ｏ                                                                         ＰＡＧＥ3（3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図図図6-2(3/3)/JT-Q2725.2 

(ITU-T Q.2725.2) 
 
 
 

MOA 
MOR REL 

＊

LO-６ 
MOA待ち 

「転送」指示 
(#) 

メッセージ種別 
 

ＮＲＭ 

Ｔ４３ｂ 
停止 

Ｔ４３ｂ 
停止 

Ｔ４３ｂ 
停止 

理由表示:= 
「期待されないメ
ッセージ」 

「リンク－リソース 
－管理」指示(#) 

LO-６ 
MOA待ち 

LO-６ 
MOA待ち 

LO-６ 
MOA待ち 

LO-６ 
MOA待ち 

LO-２ 
ＩＡＡ受信 

LO-２ 
ＩＡＡ受信 

LO-４ 
解放応答待ち 

「リンク－変更」
確認(#) 

「リンク－変更－
拒否」指示(#) 

「リンク－解放」
指示(#) 

「リンク－エラー」
指示(理由表示#) 

T43b 「リンク－解放」 
要求(#) 

「リンク－リソー
ス－管理」要求(#) 
 

理由表示:= 
「T43b満了」 

「リンク－エラ
ー」指示(理由表
示) 

LO-３ 
ＲＬＣ待ち 

「転送」要求 
(ＲＥＬ，#) 

Ｔ４３ｂ 
停止 

Ｔ１ｂ起動 

「転送」要求 
(NRM，#) 
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７７７７．．．．呼呼呼呼制制制制御御御御 AAAASSSSEEEE((((CC ACC ACC ACC ASSSSEEEE))))    
  8章/JT-Q2764に本章を追加したものが適用される。 

７７７７．１．１．１．１    ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブイイイインンンンタタタタフフフフェェェェーーーースススス 
  CC ASEは、ユーザに表 7-1/JT-Q2725.2に記述されるサービスセットを提供する。 

  本節は、ユーザにサービスを提供する CC ASEの内部手順を記述する。 

  CC ASE手順は 2つの部分で記述される： 

 出側 CC ASEと 

 入側 CC ASE。 

これは規定の便宜上のためのみである。 

 

表表表表 7-1/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

SACFととととCC ASE間間間間ののののププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブ 

プリミティブ名 種別 

呼－変更 要求／指示 

呼－変更－完了確認 要求／指示 

 

 表 7-4/JT-Q2725.2と表 7-5/JT-Q2725.2(7.4節）は本インタフェース上のサービスプリミティブのパラメータを示す。 

 CC ASEユーザは SACFサービスプリミティブ（「転送」要求／指示）を使用する。 

７７７７．２．２．２．２    出出出出側側側側 CC ASE 
  出側 CC ASEに含まれるプロトコル機能は以下のように構成される。 
 
(a) 受信メッセージのシーケンスの正しさの検証：7.5節内の SDL図は、出側 CC ASEの状態遷移を全て定義する。呼関

連で実行される動作（例えば解放）を必要とするプロトコルエラーが検出されると、「呼－エラー」指示プリミティブが

送出され、適切な動作がアプリケーションプロセスによって起動される。  

(b) 「転送」指示プリミティブのユーザデータフィールド内で受信したメッセージを CC ASEサービスプリミティブに変

換する。これらの対応表を表 7-2/JT-Q2725.2 に示す（本対応はイベントが SDL 図で示された正しいシーケンスで受信さ

れる事を仮定している）。 

(c) CC ASEサービスプリミティブで受信した情報を「転送」プリミティブのユーザデータフィールドに乗せ換える。これ

らの対応を表 7-2/JT-Q2725.2 に示す（本対応はイベントが SDL 図で示された正しいシーケンスで受信される事を仮定し

ている）。 
 

表表表表7-2/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

出出出出側側側側CC ASEににににおおおおけけけけるるるるメメメメッッッッセセセセーーーージジジジ種種種種別別別別ととととササササーーーービビビビススススププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブのののの対対対対応応応応 

インタフェース(C) 対応 メッセージ種別 

「呼－変更」要求 ! 変更要求 

「呼－変更－完了確認」要求 ! 変更完了確認 

７７７７．３．３．３．３    入入入入側側側側 CC ASE 
    入側 CC ASEに含まれるプロトコル機能は、以下のように構成される。 
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(a) 受信メッセージのシーケンスの正しさの検証：7.5節内の SDL図は、入側 CC ASEの状態遷移を全て定義する。呼関

連で実行される動作（例えば解放）を必要とするプロトコルエラーが検出されると、「呼－エラー」指示プリミティブが

送出され、適切な動作がアプリケーションプロセスによって起動される。  

(b) 「転送」指示プリミティブのユーザデータフィールド内で受信したメッセージを CC ASEサービスプリミティブに変

換する。これらの対応表を表 7-3/JT-Q2725.2 に示す（本対応はイベントが SDL 図で示された正しいシーケンスで受信さ

れる事を仮定している）。 

(c) CC ASEサービスプリミティブで受信した情報を「転送」プリミティブのユーザデータフィールドに乗せ換える。これ

らの対応を表 7-3/JT-Q2725.2 に示す（本対応はイベントが SDL 図で示された正しいシーケンスで受信される事を仮定し

ている）。 

表表表表7-3/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

入入入入側側側側CC ASEににににおおおおけけけけるるるるメメメメッッッッセセセセーーーージジジジ種種種種別別別別ととととササササーーーービビビビススススププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブのののの対対対対応応応応 

インタフェース(C) 対応 メッセージ種別 

「呼－変更」指示   ! 変更要求 

「呼－変更－完了確認」指示 ! 変更完了確認 

７７７７．４．４．４．４    ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブのののの内内内内容容容容 
  表 7-4/JT-Q2725.2と表 7-5/JT-Q2725.2は、CC ASEサービスプリミティブの内容を示す。 
 

表表表表7-4/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

「「「「呼呼呼呼－－－－変変変変更更更更」」」」要要要要求求求求／／／／指指指指示示示示ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブパパパパララララメメメメーーーータタタタ 

メッセージ整合性情報 
 

表表表表7-5/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

「「「「呼呼呼呼－－－－変変変変更更更更－－－－完完完完了了了了確確確確認認認認」」」」要要要要求求求求／／／／指指指指示示示示ププププリリリリミミミミテテテティィィィブブブブパパパパララララメメメメーーーータタタタ 

メッセージ整合性情報 

通知 

７７７７．５．５．５．５    SDL図図図図 
  SDLの手順と本文の手順に相違がある場合は本文を優先しなければならない。図 7-1/JT-Q2725.2と図 7-2/JT-Q2725.2参

照。 
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図図図図7-1(1/2)/JT-Q2725.2 

(ITU-T Q.2725.2) 

PROCESS CC-I             PAGE 1(2) 

以下の 
あｓｄｆさｄｆ 
以下の SDL図は TTC標準 JT-Q2764内の PROCESS CC-Iに追加される部分
である。  

 
 
 

プリミティブ名の後ろにあるシンボル(#)は、そのプリミティブに関連する
パラメータリストを示す。 
 
パラメータは、表 7-4/JT-Q2725.2と表 7-5/JT-Q2725.2に示される。 
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図図図図7-1(2/2)/JT-Q2725.2 

(ITU-T Q.2725.2) 
 

PROCESS CC-I           PAGE 2(2) 

CI-3 
呼応答 

メッセージ種別

「呼－変更」 
指示(#) 

「呼－変更－完
了確認」指示(#) 

MOR MOR 

CI-3 
呼応答 

CI-3 
呼応答 

「転送」指示 
(#) 
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図図図図7-2(1/2)/JT-Q2725.2 

(ITU-T Q.2725.2) 

PROCESS CC-Ｏ           PAGE 1(2) 

以下の 
あｓｄｆさｄｆ 
以下の SDL図は TTC標準 JT-Q2764内の PROCESS CC-Ｏに追加される部
分である。 

 
 
 

プリミティブ名の後ろにあるシンボル(#)は、そのプリミティブに関連する
パラメータリストを示す。 
 
パラメータは、表 7-4/JT-Q2725.2と表 7-5/JT-Q2725.2に示される。 
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図図図図7-2(2/2)/JT-Q2725.2  

(ITU-T Q.2725.2) 
 
 

PROCESS CC-Ｏ           PAGE 2(2) 

CO-3 
呼応答 

「呼－変更」 
要求(#) 

「転送」要求 
(MOR,#) 

「転送」要求 
(MOC,#) 

CO-3 
呼応答 

CO-3 
呼応答 

「呼－変更－完
了確認」要求(#) 



 

ＪＴ－Ｑ２７２５．２ － 26 －  

８８８８．．．．保保保保守守守守制制制制御御御御 AAAASSSSEEEE((((MMMMC AC AC AC ASSSSEEEE))))    
  9章/JT-Q2764を変更なしで適用する。 

９９９９．．．．認認認認識識識識不不不不能能能能情情情情報報報報 AAAASSSSEEEE((((UUUUI I I I AAAASSSSEEEE))))    
  10章/JT-Q2764を変更なしで適用する。 

１１１１０．０．０．０．BBBB----IIIISSSSUUUUPPPPののののタタタタイイイイママママ    
  本章では TTC標準 JT-Q2764に記述されている基本呼関連のタイマに追加して使用されるアプリケーションプロセスと

プロトコルタイマを規定する。各タイマに対して、満了値、起動条件、正常停止条件、満了時に実行される動作の規定が

表 10-1/JT-Q2725.2に示されている。更に最後の列では、関連するアプリケーションプロセス、又は ASE記述についての

参照節番号が示されており、参照先では手順の完全な記述が与えられる。  

表表表表10-1/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

B-ISUPののののタタタタイイイイママママ 

 タイマ名（記号） 満了値 起動条件 正常停止条件 満了時の動作 参照節番号 

変更確認待ち 

(T43b) 

20～30秒 変更要求メッ

セージ送信時 

変更確認メッセージま

たは変更拒否メッセー

ジ受信 

コネクション解

放手順起動 

3.6, 

6.2.1.1, 

6.2.1.2.2 

１１１１１．１．１．１．DDDDSSSSSSSS2222ととととののののイイイインンンンタタタタワワワワーーーークククク対対対対応応応応表表表表    
  DSS2とのインタワーク対応表を表 11-1/JT-Q2725.2から表 11-4/JT-Q2725.2に示す。 

表表表表11-1/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

変変変変更更更更要要要要求求求求手手手手順順順順ののののパパパパララララメメメメーーーータタタタ対対対対応応応応 

起動ユーザ／網 網 終端ユーザ／網 

   
 
変更要求(MOD REQ) 変更要求(MOD) 変更要求(MOD REQ) 

ＡＴＭトラヒック記述子 ＡＴＭセルレート ＡＴＭトラヒック記述子 

通知識別子 通知 通知識別子 
    

表表表表11-2/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

変変変変更更更更確確確確認認認認手手手手順順順順ののののパパパパララララメメメメーーーータタタタ対対対対応応応応 

起動ユーザ／網 網 終端ユーザ／網 

   
 
変更確認(MOD ACK) 変更確認(MOA) 変更確認(MOD ACK) 

報告種別 （注） 報告種別 （注） 報告種別（注） 

通知識別子 通知 通知識別子 

注 – 本パラメータはオプションである確認手順を終端ユーザが要求した時のみ転送される。  
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表表表表11-3/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

変変変変更更更更拒拒拒拒否否否否手手手手順順順順ののののパパパパララララメメメメーーーータタタタ対対対対応応応応 

起動ユーザ／網 網 終端ユーザ／網 

   
 
変更拒否(MOD REJ) 変更拒否(MOR) 変更拒否(MOD REJ) 

理由表示 理由表示 理由表示 

通知識別子 通知 通知識別子 
    

表表表表11-4/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

変変変変更更更更完完完完了了了了確確確確認認認認手手手手順順順順パパパパララララメメメメーーーータタタタのののの対対対対応応応応 

起動ユーザ／網 網 終端ユーザ／網 

   
 
コネクション利用可能 

(CONN AVAIL) 

変更完了確認(MOC)  コネクション利用可能 

(CONN AVAIL) 

通知識別子 通知 通知識別子 
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付付付付属属属属資資資資料料料料    AAAA::::BBBB----IIIISSSSUUUUPPPP変変変変更更更更シシシシーーーーケケケケンンンンスススス例例例例    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付付付付図図図図 A-1/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

  帯帯帯帯域域域域減減減減少少少少のののの変変変変更更更更手手手手順順順順成成成成功功功功例例例例 
 

Ｐbwd

起動交換機 
Ａ 

中継交換機 
Ｂ 

終端交換機 
Ｃ 

Ｐfwd

Ｔ43b

変更要求(着 SID) 

A

A

Ａ リソース割当て 
Ｐ ポリシング 
着ＳＩＤ 着側信号識別子 

変更要求(着 SID) 

変更確認(着 SID) 

変更確認(着 SID) 
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付付付付図図図図A-2/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

 帯帯帯帯域域域域増増増増加加加加のののの変変変変更更更更手手手手順順順順成成成成功功功功例例例例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付付付付図図図図A-3/JT-Q2725.2(IT-T Q.2725.2) 

 変変変変更更更更手手手手順順順順失失失失敗敗敗敗例例例例 
 

起動交換機 
Ａ 

中継交換機 
Ｂ 

終端交換機 
Ｃ 

Ｐfwd

Ｔ43b

A

A

Ａ リソース割当て 
Ｐ ポリシング 
 

Ｐbwd

起動交換機 
Ａ 

中継交換機 
Ｂ 

終端交換機 
Ｃ 

Ｔ43b

Ｒ 

Ｒ    再割当て（リソース復旧）
 

Ｒ 

Ｒ 

変更要求(着 SID) 

変更要求(着 SID) 

変更確認(着 SID) 

変更確認(着 SID) 

変更要求(着 SID) 

変更要求(着 SID) 

変更拒否(着 SID,理由表示) 

変更拒否(着 SID,理由表示) 
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付録付録付録付録    IIII::::メッセージ整合性情報のコーディングメッセージ整合性情報のコーディングメッセージ整合性情報のコーディングメッセージ整合性情報のコーディング    
 

 付付付付表表表表I-1/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

 変変変変更更更更要要要要求求求求メメメメッッッッセセセセーーーージジジジののののメメメメッッッッセセセセーーーージジジジ整整整整合合合合性性性性情情情情報報報報ココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ 

広帯域／狭帯域イ

ンタワーク表示 

通過不可表示 メッセージ廃棄表

示 

通知送信表示 呼解放表示 中継交換機転送表

示 

メッセージを廃棄

する 

デフォルト（注） メッセージを廃棄

する 

通知を送信する 呼を解放しない 終端ノード解釈 

注 – この表示は他の表示の設定により意味を持たない。 
        

付付付付表表表表I-2/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

 変変変変更更更更確確確確認認認認メメメメッッッッセセセセーーーージジジジののののメメメメッッッッセセセセーーーージジジジ整整整整合合合合性性性性情情情情報報報報ココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ 

広帯域／狭帯域イ

ンタワーク表示 

通過不可表示 メッセージ廃棄表

示 

通知送信表示 呼解放表示 中継交換機転送表

示 

メッセージを廃棄

する 

デフォルト（注） メッセージを廃棄

する 

通知を送信する 呼を解放しない 終端ノード解釈 

注 – この表示は他の表示の設定により意味を持たない。 
        

付付付付表表表表I-3/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

 変変変変更更更更拒拒拒拒否否否否メメメメッッッッセセセセーーーージジジジののののメメメメッッッッセセセセーーーージジジジ整整整整合合合合性性性性情情情情報報報報ココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ 

広帯域／狭帯域イ

ンタワーク表示 

通過不可表示 メッセージ廃棄表

示 

通知送信表示 呼解放表示 中継交換機転送表

示 

メッセージを廃棄

する 

デフォルト（注） メッセージを廃棄

する 

通知を送信する 呼を解放しない 終端ノード解釈 

注 – この表示は他の表示の設定により意味を持たない。 
        

付付付付表表表表I-4/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

 変変変変更更更更完完完完了了了了確確確確認認認認メメメメッッッッセセセセーーーージジジジののののメメメメッッッッセセセセーーーージジジジ整整整整合合合合性性性性情情情情報報報報ココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ 

広帯域／狭帯域イ

ンタワーク表示 

通過不可表示 メッセージ廃棄表

示 

通知送信表示 呼解放表示 中継交換機転送表

示 

メッセージを廃棄

する 

メッセージを廃棄

する 

メッセージを廃棄

しない 

通知を送信しない 呼を解放しない 中継解釈 



 

 － 31 － ＪＴ－Ｑ２７２５．２ 

付付付付録録録録    IIIIIIII::::パパパパララララメメメメーーーータタタタ整整整整合合合合性性性性情情情情報報報報ののののココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ    
        

付付付付表表表表II-1/JT-Q2725.2(ITU-T Q.2725.2) 

 報報報報告告告告種種種種別別別別パパパパララララメメメメーーーータタタタののののパパパパララララメメメメーーーータタタタ整整整整合合合合性性性性情情情情報報報報ココココーーーーデデデディィィィンンンンググググ  

通過不可表示  パラメータ廃棄

表示 

メッセージ廃棄

表示 

通知送信表示 呼解放表示 中継交換機転送

表示 

広帯域／狭帯域イン

タワーク表示 

パラメータを廃

棄する 

パラメータを廃

棄しない 

メッセージを廃

棄しない 

通知を送信しな

い 

呼を解放しない 中継解釈 パラメータを廃棄す

る 
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